
JP 2007-272112 A5 2009.5.14

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成21年5月14日(2009.5.14)

【公開番号】特開2007-272112(P2007-272112A)
【公開日】平成19年10月18日(2007.10.18)
【年通号数】公開・登録公報2007-040
【出願番号】特願2006-100379(P2006-100379)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/46     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/44     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/01    　　　Ｙ
   Ｂ４１Ｊ  29/46    　　　Ｄ
   Ｂ４１Ｊ   3/00    　　　Ｍ
   Ｇ０３Ｇ  15/00    ３０３　

【手続補正書】
【提出日】平成21年3月27日(2009.3.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成条件に従った色材の載り量により階調を補正して、記録媒体上に画像を形成す
る画像形成装置であって、
　前記記録媒体の種類を示す記録媒体情報の入力を受け付ける記録媒体情報入力手段と、
　前記記録媒体情報入力手段で受け付けられた前記記録媒体情報から前記記録媒体の種類
に対応したキャリブレーション条件を判断するキャリブレーション条件判断手段と、
　前記キャリブレーション条件判断手段で判断された前記キャリブレーション条件に基づ
いて、予め設定されている画像形成条件を前記記録媒体の種類に応じた画像形成条件に補
正する補正手段と
　を備えることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記記録媒体情報入力手段は、キャリブレーション専用紙の指定を示す情報と、キャリ
ブレーション専用紙の種類を示す情報と、のうち少なくともいずれか一方を含む前記記録
媒体情報の入力を受け付けることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記記録媒体情報入力手段は、搬送途中で前記記録媒体を検出する記録媒体検出手段を
有し、前記記録媒体検出手段の検出結果に基づき、前記記録媒体情報の入力を受け付ける
ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記記録媒体のキャリブレーション条件には、前記記録媒体に対応した色材毎の最大の
り量に相当するデータと、前記記録媒体に対応した色材毎の階調補正変換テーブルのデー
タと、のうち少なくもといずれか一方のデータが含まれることを特徴とする請求項１に記
載の画像形成装置。
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【請求項５】
　前記補正手段は、予め設定されている第１の画像形成条件を、前記キャリブレーション
条件に基づいて前記記録媒体に応じた色材の載り量を与える第２の画像形成条件に補正す
ることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記補正手段は、キャリブレーション専用紙でない記録媒体の色材の載り量を、キャリ
ブレーション専用紙の色材の載り量に比べて少なくするように前記画像形成条件を補正す
ることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　記録媒体に形成されている調整用画像を読み取る画像読取手段を更に備え、
　前記補正手段は、前記キャリブレーション条件判断手段で判断された前記キャリブレー
ション条件に基づいて、前記画像読取手段の読み取り結果を補正することを特徴とする請
求項１に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　画像形成条件に従った色材の載り量により階調を補正して、記録媒体上に画像を形成す
る画像形成装置における画像形成方法であって、
　前記記録媒体の種類を示す記録媒体情報の入力を受け付ける記録媒体情報入力工程と、
　前記記録媒体情報入力工程で受け付けられた前記記録媒体情報から前記記録媒体の種類
に対応したキャリブレーション条件を判断するキャリブレーション条件判断工程と、
　前記キャリブレーション条件判断工程で判断された前記キャリブレーション条件に基づ
いて、予め設定されている画像形成条件を前記記録媒体の種類に応じた画像形成条件に補
正する補正工程と
　を有することを特徴とする画像形成方法。
【請求項９】
　画像形成装置における画像形成条件を補正するための記録媒体であって、
　色材による画像形成が可能な記録面と、
　前記記録面上において、記録媒体のキャリブレーション情報を前記画像形成装置で読み
取り可能な情報として保持する情報保持部と
　を備えることを特徴とする記録媒体。
【請求項１０】
　前記キャリブレーション情報には、記録媒体の種類と、分光反射率と、坪量と、のうち
少なくともいずれか一つの情報が含まれることを特徴とする請求項９に記載の記録媒体。
【請求項１１】
　前記記録面上に、調整用画像を読み取る画像読取手段の出力を補正するための前記調整
用画像が形成されている場合、
　前記キャリブレーション情報には、更に、前記調整用画像の輝度と、濃度に関する情報
と、のうち少なくともいずれか一方が含まれることを特徴とする請求項１０に記載の記録
媒体。
【請求項１２】
　前記情報保持部には、１次元シンボルと、２次元シンボルと、ＲＦＩＤと、のうち少な
くともいずれか一つが含まれることを特徴とする請求項９に記載の記録媒体。
【請求項１３】
　前記キャリブレーション情報は、前記１次元シンボルと、前記２次元シンボルと、前記
ＲＦＩＤと、のうち少なくともいずれか一つに格納されていることを特徴とする請求項１
２に記載の記録媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【００１５】
　上記目的を達成する本発明に係る画像形成装置は、画像形成条件に従った色材の載り量
により階調を補正して、記録媒体上に画像を形成する画像形成装置であって、
　前記記録媒体の種類を示す記録媒体情報の入力を受け付ける記録媒体情報入力手段と、
　前記記録媒体情報入力手段で受け付けられた前記記録媒体情報から前記記録媒体の種類
に対応したキャリブレーション条件を判断するキャリブレーション条件判断手段と、
　前記キャリブレーション条件判断手段で判断された前記キャリブレーション条件に基づ
いて、予め設定されている画像形成条件を前記記録媒体の種類に応じた画像形成条件に補
正する補正手段と
　を備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　転写材判別センサ２０４５は転写材２０２７の種類を自動的に検出することが可能であ
る。この検出結果は、転写材２０２７の搬送制御に利用することが可能である。例えば、
転写材２０２７の特性に応じた加熱量を与えるために、転写材２０２７を搬送するための
搬送速度を速くしたり、あるいは、遅くすることで、転写材２０２７が定着器２０１４を
通過する時間を調節することも可能である。定着器２０１４の後には、転写材２０２７上
のパッチ画像を検知するカラーセンサ３０００が配置されている。更に、カラーセンサ３
０００の紙面奥側には、搬送されてきた紙がキャリブレーション専用紙であるか判別する
１次元シンボルリーダ（不図示せず）が配置されているものとする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０８】
　図２３はキャリブレーション専用紙に貼付されたＲＦＩＤを構成する非接触データキャ
リア（以下、「トランスポンダ」という。）の概略的な構成を示す図である。コイル２３
０１はスクリーン印刷技術により作成することが可能である。コイル２３０１とチップ２
３０８は、電波インターフェース２３０３で接続されている。電波インターフェース２３
０３は、チップ２３０８内のＣＰＵ２３０４とデータの送受信を行っている。ＣＰＵ２３
０４内には、暗号化モジュール２３０５、ＲＡＭ２３０６が配置されている。ＣＰＵ２３
０４にはオペレーティングシステムが記憶されているＲＯＭ２３０２と、キャリブレーシ
ョン情報を記憶するＥＥＰＲＯＭ２３０７とが配置されている。
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